
【 所在地】  岡山県倉敷市水島東川町8 -2 5

【 従業員数】  1人　【 代表者】  代表取締役 堀 雅一

【 業種】  卸売業（ 機械器具卸売業）

C O M P A N Y  P R O F I L E

株式会社堀科学

11 12

＃0 5 DXで知識や経験の継承、情報資産の有効活用図る

経営者の属人化で 従業員と のレ ベ ル差が発生DX推進に取り 組む

背 景・ 課 題

　 現状における 自社の課題等の情報を 集めた。その中から 見積書作成や受発注に時間がかかっている、

手 作業による 入力ミ ス が多発し て いる 、イ ン ボイス 制度や電子帳簿保存法対応で チェ ッ ク が二度手

間に なって いる 、情報が属人化さ れて いると いっ たこ と をＤＸ 化によって 解決すべき 経営課題と し た 。

特 に 優 先順 位が 高 いと 判 断し た のは、見 積書 作 成のスピ ード アッ プ や入力ミ ス の削 減と いう 課 題。

手作業による 入力が作業効率を 低下さ せる 原因と なって い たた め、A I－O CR（ 文字認識）のシステム

導 入を 検 討し た 。取 引先から 届い た 見 積情 報を スキャ ナーで 読み込 むこ と で、自動で テ キスト 変換

さ れ 、社 内 の販 売 管 理シ ス テムに も コ ピ ー＆ペ ースト で 反 映する こ と が 可 能 な た め 、作 業 性 及 び

A I－OCRの活用による 正確性と 作業効率改善DX推進の

取り 組みと 成果

正 確 性 の 向 上 が 期 待で き る 。過 去 に は 、販 売 管 理

シ ステ ムへ の 入 力ミ ス によ る 誤 発 注 が 発 生し た こ

と も あっ た が、システムの活用でヒ ュ ーマン エ ラ ーを

防止する 効果があると 考えて いる 。

　 さ ら に 、紙で 保 存し て い る 過 去 資 料 を デ ータ 化

できる ので、情報資産の有効活用につな がる 。手書き

文 字 に 対する 高 い 読 み 取り 能 力も 大き な メ リ ッ ト 。

実際にテスト 版を 導入してみたと ころ 、英語や数字が

混ざっている 商品名などに対しても 読み取り レベルが

高く 、十分に 実用可能な 仕様と 判 断 。本 格的 な 導 入と 運 用 方 法 の検 討を 進 めて い る 。

　 ま た 、報 告書や仕様 書など の膨大な データ に 関し て は、フ ァ イ ル 共 有シ ステ ムを テ スト 。フ ァ イ ル

内 に 含ま れた 文 書 やフ ァ イ ル 名から 特 定 の情 報を 抽 出する 機 能 が あ り 、製 品 名 や 納 品 先 名 から

文書を 探すこ と がで き るよう に な る 。A I－O CR機能で 電子ファ イ ル化し た 過去の紙資料にも 容易に

アク セスで き るよう に な る こ と で、情 報の属 人 化を 解 消で き る はず。過 去の情 報を 有 効に 活 用で き

れば、提案レ ベ ルも 向上し 、見積作成のスピ ード アッ プ につな がると 考えて いる 。

　 今 回の専 門家 派遣で の学び は、ＤＸ は目 的 達成のた めの「 手 段」 で あると いう こ と 。すぐ にシステ

ムやソ フト の導入を 考えてし ま い がち だ が、まずは課 題を 明ら かにし 、次に 事業 目標を 明確 化する

こ と が 重 要 。そし て 課 題を 克 服し 、目 標を 達 成する た め に 最 適な ツ ールを 選 んで いく 必 要 が ある 。

今回 、課題と 目 的を 明ら かにし た こ と で、予算面も 加 味し な がら 、自社にと って 最 適機能を 備え た

システム選び、無償版なども 活用し な がら 検証すると いう 流れを つかむこ と ができ た 。

　 今後、事業の主力と なって いく 人材は入社５ 年と まだ キャ

リ ア が 浅 い が、日々研 鑽し な がら システムを 有効に 活用し 、

高い 質の提案ができるよう に なると 期待し て いる 。こ こ まで

事業を 継続でき た のは、幅広い サービ スと 知識が支持さ れ

「 困っ たと き は堀科学さ ん 」と 言われるこ と も ある 対応力の

高さ があっ たから こそ。DXで 今まで 培っ たノ ウハウと 社内情

報の共 有化を 図ると と も に 、先端 技 術に 対する 日々の情 報

収 集 に 取り 組み 、新 旧 の 情 報 資 産を 融 合する こ と で 顧 客

ニーズに合わせたサービスを 提供し 続けら れる体制を 整備し 、

既存顧客から の受注拡大と 新規顧客の開拓につな げたい 。

DXで 新旧の情報資産を 融合し 顧客ニ ーズに 応える今後の

課題・ 展望

　 工場の製造ラインで正しく 部品が生産できているかを 確認する

た めの分析計、計測機器、実験機器を 中心と し た 理化学製品の

仕 入 れ 販 売 、設 備 の 施 工 を 展 開し て い る 。地 元 の 製 造 業と の

ネッ ト ワーク で 特 注設 備の請 負も 行って おり 、図面作 成や 製 造、

施工後のアフタ ーサービスまで一貫して行う など、顧客に合わせた

き め細かな サービ スも 行って いる 。また 、他社が納品し た 機器の

メ ン テ ナンス やレンタ ル 、中 古 販 売 、配 管 工 事 な ど の建 設 業 務

まで 幅広い 需 要に 対応で き る のが強み。主要取引先は、大 手製

鉄 会社 が 所在し て いる 倉 敷 地 区、福 山地 区の研 究 機 関や分析

部門、品質管理部門であり 、現場それぞれの状況に応じ た 最適な

提案力が必要で、要望を 満たす経験や知識が求めら れる 。

　 創業者で あり 、代表取締役の堀雅一が、平成11年に 独立開業して 以来、軽いフット ワーク を 強みに

顧 客に 対する 密 度の高 い 提 案を 行う と いっ た 長 年 培っ た 経 験を 生かし 、顧 客から の信 用・ 信 頼を

得て 事 業 を 発 展 さ せて き た 。た だ 、個 人 の 経 験と ノ ウ ハウ を

も と に 事 業を 進めてき た た め 、業 務の属 人 化により 、「 代 表に

し か分 から な い 」 と いっ た 案 件 が 頻 繁 に 発 生する こ と も あ り 、

経営者と 従業員と のレ ベ ル差が課題と なって いる 。また 、過去の

納 入 実 績 や 装 置 の 仕 様 な ど 、重 要 な 情 報 の ほと んど が 紙で

保管さ れて おり 、必要な 資料を 紙の山から 探し 出すと いう 非効

率な 作業を 発生さ せて いる 。デジタ ル化により 、情報の共有化と

情報 資 産の有 効活 用を 進める こ と で 生産 性を 向上さ せ、従業

員の所 得 増 加 、ゆと り 時 間の増 加 等 、ワ ーク ラ イ フ バラ ンス の

取れた 企業を 目指し てＤＸ 化に 取り 組んだ 。

　 当 社の取り 組 みは、単 な る デジタ ル 化で はなく 、業 務の 本 質を 見 直し な がら D X を 推 進する 好 例 。属 人

化の解 消 や情 報 資 産の有 効 活 用と いう 明 確な 課 題を 設 定し 、解 決 策を 計 画する だ けで なく 、その効 果を

実 証し な がら 進めら れた 点 が特に 秀逸だっ た 。D Xは「 やるかどう か」 で はなく 、「 何のた めに 、どう やる か」

が 重 要 。A I -O CR やファ イ ル 共 有システ ムの活 用により 、さ ら な る 業 務 効 率 化と 競 争 力 向 上に 期 待する 。

（ 小林 真也）

支援担当者

コ メ ント

堀 　 桂 輔

代表取締役　 堀 　 雅 一



【 所在地】  岡山県岡山市南区福成2 -2 2 -3

【 従業員数】  5 6 人　【 代表者】  代表取締役社長 前嶋 伸昭

【 業種】  卸売業（ 機械器具卸売業）

C O M P A N Y  P R O F I L E

株式会社前嶋

13 14

＃0 6 DXで営業提案の品質向上、情報共有で業務効率化を図る

　 岡山県 内を 中心に 福 山、四国、兵 庫県の一部 地域で、工場 向け に 産業用の設備機器を 販売する

総合商社。工事部隊を 持ち 、商品を 納めるだ けでなく 据付、メ ン テナンスまで 対応し 、プ ラ ント 設備の

構成機器から 小さ な 部品まで 幅広く 取り 扱う 。

　 た だ 単に 依頼品を 納品する だ けで なく 、取引先が気付 いて い な い 困り ごと に 対し 、仮説を 立てて

提 案 する 営 業 スタ イ ル で 成 長 し て き た 。だ が 、経 験 や

知 識 の 違 い から ベ テ ラ ン と 若 手で ど う し て も 提 案レ ベ

ル に 差 が 生じ て し ま う こ と が 課 題と 感じ て い た 。ま た 、

部 署 間 で の 情 報 共 有 が 十 分 で は な く 、一 人 の 社 員が

休んだ 時に 対応でき な い 業 務が発 生する 場面がある ほ

か、ソ フ ト や 機 器を 使える 社 員 が 限ら れて お り 、作 業が

進ま な いこ と がある など「 属人化」と「 暗黙知」 が多く み

ら れる 現 状 が あ り 、標 準 化 の必 要 性を 強く 感じ て い た 。

昭 和2 6 年の創業 以来 74 年間で 積み上げてき た 知 識や

情報を オープ ン に 共有、見える 化できる 体制に 改善し た

いと DX 推進に 取り 組んだ 。

経験や知識共有でき ず属人化が課題にDX推進に取り 組む

背 景・ 課 題

営業支援システムで 無駄時間減ら し 業務効率化DX推進の

取り 組みと 成果

　 DXで 若手、ベテラ ン を 問わず高いク オリ ティ で 提案営業できるよう にな れば、競合他社と の人材の

差別化に つな がる 。社 内で はシステムのワンプ ラット フォ ーム化に 取り 組み 、一つの入り 口から さ ま

ざ ま な 情 報に 素 早く アク セスで き る 環 境を 整備し 、利 便 性を 高めた い 。全社 員がD Xツ ールを 利用

でき るよう 相談窓口の設置や勉強会を 開く などフォ ロ ー体制も 整備する 。

　 ま た 、取 引先 企業も デジタ ル化のほか、水の再利 用や使用 エ ネルギ ーの削 減 、廃 棄 物の減量 化

と いっ た SDGsへの取り 組みなど 多く の課題を 抱え 暗中模索して いる 状況で、社内での取り 組みを 生

かし 、さ まざ まな 提案ができ るよう 努めた い 。

DXで 営業力高め競合他社と の差別化図る今後の

課題・ 展望

　 本 研 修で は 、営 業 部 の課 題 解 決 に 絞っ て 相 談し た 。営 業

レ ベ ルの向上を 図る た めに 、案件ごと に ベテ ラ ン 社員による

指 導を 続けてき た が、思う よう な 手応えを 感じ ら れな い 状況

だっ た 。以 前 は 、提 案 営 業で 困っ た 際 に は 先 輩 へ 相 談する

し か 術 が なく 、面と 向 かっ て のコ ミ ュ ニ ケ ーショ ン を 通じ て

暗 黙知と い えるよう なノ ウ ハウ や情報が、経験の浅い 社員に

伝 達さ れ 、営 業レ ベ ル が 底 上 げさ れて い た 。一 方 、イ ンタ ー

ネッ ト の 普 及 によ り 、経 験 の 浅 い 社 員 たち は 、自 分で 調 べ 、

そ の内容だ けで 対応し よ

う と する 傾 向 が 強く な っ

た 。自ら 調 べる こ と は 大

切なこ と で はある が、先輩の持つ 過去の知 識や情報を 生かすこ

と がで き な い た め 、提案の質が 向上 せず、時 間のロ スも 発 生し

て い た 。課 題 解 決に 向け、取 引 先 な ど の情 報を 蓄 積・ 分 析し て

活 用で き る 営 業 支 援シ ステ ムを 1月に テ スト 導 入し た 。過 去 の

情報にアク セスし 活用するこ と ができるよう にな れば、必要な 資料等を すぐ に 参照できるた め、資料の

作成 時間 が 短縮で き ると みて いる 。さ ら に 取引先にヒ アリ ン グし た 各 社の課 題に 対し ても 、様々な

資料を 参 考と する こ と がで きるた め 、解決提案の選 択肢が 広がり 、レ ベ ルアッ プ する はずだと 期待し

て いる 。効率 化により 無 駄な 時間を 削減し 、顧 客創造への時間を 作り 一人 当たり の平 均売上 高を

２５ ％アッ プ する こ と を 目 標に 掲 げて いる 。た だ 、日々の活 動の 情 報を 営 業 担 当 者 が 登 録し て いく

必 要 が あ る ほか、情 報 の 蓄 積 に は 3 年 、５ 年と いっ た 期 間 が 必 要と な る 。長 期 の 挑 戦と な る た め 、

まずは一日一回ロ グインし よう と 声掛けする など、社員に 過度な 負荷を 掛けるこ と なく 、徐々に社内に

浸透でき るよう に 、定着に 向けた 取り 組みを 進めて いく 。

　 ま た 、社内の情報を 共有する た めにコ ミ ュ ニケーショ ン ツ ールを 導入。総務 部と 営業部の社員が

情報 共有する チャンネルな ど 、目 的に 応じ たグループ を 多数用 意し 、情 報や資料を 登録し て 検 索で

きるよう にする 。やり 方が分かればすぐ に 終わる 業務も 、人に 聞かずに 抱え 込み 、自己流で 対応する

が故に 作業に 時間がかかり 勤務時間が長く な る 傾向が 社内で 見ら れる 。システムのチャッ ト 機能で

質問を すれば、リ アルタ イムでレス ポンス が得ら れる ほか、ファ イ ル共 有機能で 資料 がすぐ に 見つか

る た め 効 率 化が図れ、残業 時 間の削減に つ な がり 、働き 方 改 革を 推 進で き ると 期待し て いる 。ノ ー

ト パソ コ ン な ど のモ バイ ル 端 末 や、社 用スマ ート フォン も 支 給し て い る た め 、シ ステ ムへの 入 力も

手軽にできる 環境は整って いる 。即座に 完璧な 入力や

活用を 目 指すと ハード ルが高く なってし まう ので、まず

は気軽に 利用すると こ ろ から スタ ート し た い 。

　 今 回の研 修に は、営 業 支 援に 携 わっ て い た 社 員や

I Tが 好 き な 若 手 社 員 も 参 加し 、D X に 対する 理 解 が

深 ま っ た 。シ ス テ ム 導 入 に よ る メ リ ッ ト を 理 解 で き 、

社 内に お ける 将 来 のD X 活 用 に 向かう 姿 勢 が 前 向き

に なっ たと いう 点でも 、成果を 感じ て いる 。

　 当社では、営業ナレッ ジの整理・ 共有により 属人化解消と 提案力向上を 目指し 、営業支援システムや情報

共有ツールを 導入し た。過去事例を 可視化し 、若手と ベテラン が暗黙知を 共有するこ と で、より 高度な 提案を

迅速に実施できるだろう 。システム導入で 情報入力と 分析が円滑化し 、長期的な 売上拡大と 顧客満足向上が

期 待で き る 。ロ グ 蓄 積と D X 教 育を 進 め 、DX 浸 透と 競 合 優 位を 図る こ と で、今 後の売 上 拡 大による 更な る

成長を 目指して ほし い 。（ 玉置順一）

支援担当者

コ メ ント

代表取締役社長　 前 嶋 伸 昭

常務取締役 管理本部長　 前 嶋 隆 志



【 所在地】  岡山県赤磐市下市4 4 7

【 従業員数】  4 5 2 人　【 代表者】  代表取締役社長 生本 尚久

【 業種】  農業機械製造（ 生産用機械器具製造業）

C O M P A N Y  P R O F I L E

　 課 題解 決まで の手 順が 理

解 で き た た め 、社 内 で 横 展

開し て さ ま ざ ま な 部 門 や 業

務 で の D X を 推 進 し て い く 。

各部署のヒ アリ ング が、俯瞰

し た 立 場で 社 内 を 見る こ と

に つ な がり 、全 体 最 適 を 意

識し た デ ジ タ ル 化 の 重 要 性

を 実 感し た 。各 部 署 が 俯 瞰

し て 見 ら れ る よ う に な れ ば

互い に 理解でき 、会社を さ ら

に 良く で き る だ ろう 。

　 脱 オフ コ ン を 機 に 令 和 の 時 代 に 合っ た 社 内 体 制 に な る よう D X を 積 極 的に 取り 入 れ 、生 産 性

向上と 働き 方改革を 推進する 。こ れから も「 農に 生かさ れ、農に 尽く す」 を ス ロ ーガン に 幅 広く 世の

中に 貢献し て いき た い 。

みのる産業株式会社
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＃07 経営ビジョ ン 策定し 理念に沿っ たDX 推進

　 昭和 2 0 年に 、米作り が盛んだっ た 岡 山で 農機具の修 理 工場と し て 創 業。現在で は、農 業機 械の

開 発 から 生 産 、営 業ま で を 一 貫し て 手 掛 け、「 農 作 業 を 少し で も 楽 に する 機 械 づく り で 、地 方 の

農 産 品 を 残し た い 」 の 理 念 のも と 、国 内 初の 稲 刈り 機 を はじ め 5 0 0 機 種 以 上 の 発 明 品 を 世 に

送り 出し てき た 。「 1台し か売 れな い 機 械で も 」 を モッ ト ー に 、みのる にし か作れな い 高 付加 価値な

オリ ジ ナル 農 業 機 械 の 製 造 に 取り 組 ん

で いる 。

　 老 舗 企 業のた め 、受 発 注 、生 産 、在庫 、

売 上 管 理 な ど 基 幹 シ ス テ ム を オフィ ス

コ ン ピュ ータ ー（ オフ コ ン ）で 運営し て い

る が、運 用担当 者 が3 年後 に 定 年を 迎え

退職するこ と と なり 、入って いる 数千本の

プ ロ グ ラ ム の 内 容 を 引き 継ぐ のは 困 難

な こ と から 、パッ ケ ー ジ シ ス テ ムへ の 移

行 を 検 討し て い る 。D X を 推 進 する 前 に 、

ま ずは経営ビ ジョ ンの策定からスタ ート し 、

経 営 者 の 想 い を 明 確 に し た 上 で 、ビ

ジョ ン と 現 状の社 内 体 制と のギャッ プ を

埋 め る た め の デ ジ タ ル 化 を 推 進 する こ

と を 目的 に 、本 研 修 に 申し 込ん だ 。

オフ コ ン から パッ ケージシステムへの移行DX推進に取り 組む

背 景・ 課 題

　 専門 家の吉村 好 広氏協 力の下 、経 営ト ッ プ で ある 生本社 長へのヒ アリ ン グ を 行い「 既 存事 業を

強 化し 、新事業を 軌道に 乗せる（ ＝体制を 整える ）こ と で 将来的に 安心できる 経営基盤を 構築する 」

「 全従 業員 の物心 両 面の成長と 幸 福を 追求する 」 な ど ビ ジョ ン を 明確にし 、D X に 向け た 方 向性を

打ち 出すこ と がで き た 。従 来から 社 内で シ ステ ムを 開 発し て お り 、パッ ケ ージ シ ステ ムへの 移行も

ベンダ ー主導で はなく 社内対応を 考えて いる 。定期的に 開く IT会議で は、総務本部、研究本部、工場

本 部、営業本部、エク セ ルソイ ル事業部の各部署から メ ン バー が参 加し 、パソ コ ン のO Sのサポート

終了や、社 内の無線 LAN 環 境 、セ キュリ ティ 対 策など 幅広く 意見を 交 わし て いる 。今回の研修で は、

I T 会 議メ ン バ ーも 一 部 参 画し 、ツ ールを 闇 雲 に 入 れて も 社 員 に 使っ て も ら え な かっ た り 、一 部 の

人だ け が使っ たり し がちで 根本的解決になら な いこ と など、多く の気付き を 得るこ と がで き た 。

　 ま た 、D X を 進 める 上で の 練 習と し てグ ループ 会 社 のみのる 化 成 ㈱から 移 管し た 、軽ト ラ ッ ク の

荷台に 乗せる など 農業現場でも 利用さ れて いる 仮設ト イ レ 事業を テ ーマ に 、担当部署などへのヒ ア

課題抽出から 解決案までシミ ュレ ーショ ンDX推進の

取り 組みと 成果

リ ング結果を 基に 、課題を 抽出してフ ロ ー化。課題の解決策案を 作り 、現場で 話し 合いな がら 内容を

詰め 、デジタ ル技術で 対処する 項目だ けで なく 、需要予測を 行う た めの打ち 合わせを 行う など さ ま

ざ ま な 方 法で の対策を まと めた 。デジタ ル面で は、生産 管理の仕 組みがオフ コ ン の既存システムに

合わな い た め 、低価格の生産管理システムを 入れる こ と を 決定。パッ ケージ システムの導入は初め

てのた め 、システムに 業務を 合わせる のが大変な ので はと いう 声も ある が、現場 社員に 実際に 触っ

て 体感し ても らう こ と で、他部署で のシステム

導入に 向けた 試金石と し た い 考え 。

　 今 回 、経 営 ビ ジ ョ ン を 明 確 に し 、そ れ に

沿っ て D X を 推 進する と いう 流 れを 作っ た こ

と で、現 場を 巻き 込みやすく な り 、「 あ の件は、

どう な り まし た？」 な ど 関 心を 持っ て 進 捗を

聞 かれるよう に な る な ど 社 内の 認 識 が 変 化 。

システム導 入に 関し て も 、社 内で 受け 入れら

れやすく な るメ リ ット が生ま れて いる 。

全社を 俯瞰し て 見るこ と で 全体最適化図る今後の

課題・ 展望

　 DXの必要性は認識さ れていたも のの、具体的な進め方に課題が残っていた中、DX推進メ ンバーが中心と なり 、

経営者の想いを 丁寧にヒ アリ ングして現状の可視化を実施。まずは仮設ト イレ事業における課題を 整理し 、DX実行

計画書を 作成することで、社内の意識改革と 全社的なデジタ ル化基盤の構築に向けた具体的な道筋が示さ れたと

評価できる。今後は、他事業への展開を 含む全社横断型のDX推進により、生産性の向上、業務効率の改善、さ らに

は市場変化への迅速な対応力の確立が期待さ れ、企業の競争力強化に寄与すると 考えられる。（ 吉村好広）

支援担当者

コ メ ント

経営管理部 部長　 小 島 拓 也



【 所在地】  岡山県倉敷市東富井10 2 5 -1

【 従業員数】  4 0 人　【 代表者】  代表取締役 須藤 よし え

【 業種】  小売業（ その他の小売業）

C O M P A N Y  P R O F I L E

株式会社明星
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＃0 8 車検受注状況の拠点間情報共有、レンタ カー・ 代車管理システムの導入

　 岡山県を 中心に 、兵庫、島根、鳥取県でオリ ジナルブ ラ ンド のガソ リ ンスタ ンド「 M YO JO 」 を 8 店舗

展 開 。玉 島イ ンタ ー SS、出 雲 SS、米 子 SSに は 整 備 工 場 を 置 き 、給 油 から 洗 車 、車 検 、整 備 、鈑 金

修理、中古車販売、レンタ カ ーまで 車のこ と なら 何でも 対応できる サービ ス 体制を 持つ。

　 中で も 玉 島イ ンタ ー SS内 の 工 場で は 、岡 山 及 び 兵 庫 県 内 の 計 6 店 舗から 依 頼 が あっ た 車 検・

整備についても 対応し ており 、日々多く の車両が入庫さ れる 。加えて、中古車、代車及びレンタ カ ーの

出 入り も ある こ と で、入 出 庫 車 両の把 握が 困 難に な り 、整 備作 業や 来客 対 応の遅 れに つ な がっ て

いた 。車検・ 整備作業についても 、整備士と ピット の空き 状況を 正確に 把握・ 共有できていな いこ と で、

「 整備 士は空いて いる のに ピッ ト が 空いて い な い 」（ ま た 、そ の逆 ）、と いっ た 非 効率な 工場運 営が

問題と なって おり 、作業進捗を 見える 化でき る 管理体制を 模索し て いた 。

　 問題 解 決の手 段と し て、以前から デジタ ルツ ールの導 入は検 討し て い た 。事務所 内で は、請 求書 、

売り 上げ管理などの一部の作業について自社でIT化を

進めていたも のの、現場は市販の車検ソフト 活用のみに

留まっていたこと から 、パソ コ ン操作に精通し た4 0 代の

男 性 社 員に 外 部の I T人 材 育 成スク ールを 受 講さ せ、

社 内で ソ フ ト 開 発 可 能 な 体 制 の 確 立 を 進 めて い る 。

ソ フト 開発を 本格的に 進めて いく に あ たり 、専門家の

意見を 聞く こと で社内の問題点及びデジタ ル化するべき

部分を 明確にし たいと 考え 、本研修に応募し た 。

玉島整備工場の車両管理が煩雑にDX推進に取り 組む

背 景・ 課 題

　 工場内の現状把握を 通じ て 抽出し た 様々な 課題を 分析し 、デジタ ル化によって 効率化を 図る べき

業 務と 、社 内 ルール の策 定 、掃 除 及 び 整 理 整 頓 な ど の 運 用 面 強 化によ り 改 善を 継 続する 業 務 に

分けるこ と で 解決策を 整理。従来、玉島工場の予約情報は、店長がホ ワイト ボード に 記入し 、夕方に

パソ コ ン に 転 記の上 、FA Xで 各 店 に 送 信する こ と で 共 有し て い た 。そ のた めタ イムラ グ が 発生し 、

リ アルタ イムで の予 約状況 の把握 がで き ず、電 話で 確 認し て 受け 付ける な ど 手 間がかかって い た 。

専 門 家から は 、コ スト を 極 力 かけ ずに 解 決する 方 法

と し て、ホワイト ボード を 常時撮影する ウェ ブ カ メ ラ を

設置し 、各店舗から リ アルタ イムで 状 況を 確認で き る

体制作り の提案を 受けた 。近日中にカ メ ラ を 購入し 、

タ ブレット 端末やパソ コ ンで確認できるよう にする 計画。

　 レンタ カ ーは、およそ 10 台を６ 店舗で 共有し て おり 、

拠 点 間で の 情 報 共 有 の 点 から も 管 理 が 難し かっ た

コ スト を 掛けずアナロ グ作業を デジタ ルに 移行DX推進の

取り 組みと 成果

た め、レンタ カ ーの利用状況を リ アルタ イムで 共有

するシステムや代車の管理システムを 社内開発する

計画で、専門家に はシステム開発に 当たってのポイ

ント なども 確認し た。特に、導入し たシステムを 社 内

で 定着さ せるた めの運用に 注意し た い 。従 業員に

過度な 作業 負 担がかかる も のは、定 着し づら い 傾

向に ある こ と を 学ん だ ので、運 用 方 法を 検 討し な

がら 進 めて いく 方 針。ま た 、工 場 の 熟 練 作 業 者 が

「 異 音から 故 障 箇 所を 特定する」などと いった長年

の経 験から 習 得し て いるノ ウ ハウを 若手 に 教える

た め のマ ニュアルを 、Ch a t G PTな ど 生 成A Iを 使って 作 成する よう アド バイ ス を 受 け た 。そ のほか、

欠 勤 者 が 出た 他 店 舗へスタ ッ フ が 応 援 に 行っ た 際 、ど こ に 何 が置いて ある のかな ど の業 務マ ニュ

アルの作成も 検討する 。

　 今回の研修で は、あ いまい だっ た 社内の問題点を 専門家と いう 第三者の目が入るこ と で 整理でき、

明確な 経 営目 標を 持つこ と がで き た 。D X がど のよう な も ので、どんな こ と がで き る のか、考え 方 や

進 め 方 が 理 解で き 、様々な ツ ールやアプ リ 、カ メ ラ 、セ ン サーな ど の 情 報 収 集を 踏ま え 、具 体的な

対応策も 定まっ た 。DXだ けでなく 、在庫管理などは、出入り する 部品業者に管理を 任せて いた 部分が

あ る が、部 品 の 使 用 頻 度に 合 わ せて 在 庫 量を 設 定し 、取り やす い 場 所 に 配 置する な ど 社 内で の

管理 体制 見 直し により 解 決に つ な げると いっ た 、デジタ ルツ ール導 入だ けで はな い 課題 解 決策を

学べた のも 大き な 気づき と なっ た 。

　 デ ジ タ ル 化 が 進 め ば 、作 業 効 率 の 改 善 や

車 検 受 け 入 れ 台 数 の 増 加 が 見 込 め る た め 、

収 益 を 向 上 さ せる こ と がで き る 。ガ ソ リ ン スタ

ンド はお 客様から 急な 依頼が入るこ と も 多いた

め 、様々な 業 務に 関する 情 報を 共 有し 、迅 速な

対 応 を し て いく こ と が 機 会 損 失 解 消に も つ な

が る 。デ ジ タ ル ツ ー ル を 活 用 し た マ ニ ュ ア ル

作成など 人材育成にも 取り 組むこ と で、拠点ごと

で 確 実 に 利 益 が 出せる よう 社 内 体 制を 強 化し 、

地域に 愛さ れる ガソ リ ンスタ ンド を 目指す。

DXで 拠点ごと に 利益の出せる 社内体制目指す今後の

課題・ 展望

　 複数店舗運営と 整備工場における 車検・ 整備作業の効率化や情報共有など、様々な 課題が浮上していた 。

こ れに対し 、社長自ら が明確な ビ ジョ ン を 打ち 出し 、具体的な 目標設定と 課題の整理に着手。現場の状況を

的確に 把握し た 上で、カ メ ラ 画 像の共有を 第一歩と し て、社 内でノ ーコ ード ツ ールを 活用し て 業務データ を

連携する 、低コ スト かつ即時実行可能な 計画が策定さ れた点は効果的であると いえる 。将来的には、AIによる

人物や物体の解析などを 組み合わせるこ と で、さ ら なる 業務効率化が期待できる 。（ 吉村好広）

支援担当者

コ メ ント

代表取締役　 須 藤よ し え



【 所在地】  岡山県和気郡和気町大田原3 2 5 -2

【 従業員数】  15 人　【 代表者】  代表取締役 向井 克彦

【 業種】  製造業（ 生産用機械器具製造業）

C O M P A N Y  P R O F I L E

ムカイ鐵工株式会社

19 20

＃0 9 ファ イルサーバー内検索、機械へのセン サー設置で生産性向上図る

　 昭 和 3 0 年 の 創 業 以 来 、各 種 金 属 部 品 や 治 具 、水 門 を はじ めと する 鋼 構 造 物な ど 、さ ま ざ ま な

産 業 用 装 置の 製造を 手掛けて いる 。金 属 の切 削や 曲げ、溶 接な ど の加 工を 担って お り 、2 ～ 3 ｍの

中 型部 品から 指先 大の小型 部品まで 幅 広く 対応し て いる 。顧客から 提供さ れた 図面 指示のまま に

製 作する だ け で なく 、顧 客 の具 体 的 な 要 望を 伺 い 、最 適な 提 案を 行う こ と を 心 掛け て お り 、設 計

から 製作、据付、メ ン テ ナンスまで 一気通貫で 対応できる 体制を 強みと し て いる 。

　 和 気 町と いう 人 口 減 少の 進 む 地 方 に 本 社・ 工 場 を 構える こ と も あ り 、求 人 面で 苦 労し て い る 。

デ ジ タ ル 化 に よっ て 人 が 行う 業 務 を 減ら し 、

生 産 性 を 向 上する こ と で 人 手 不 足 を 補 おう

と 、独 自に D X 化 の取り 組 みを 推 進し てき た 。

工場内へのW i-Fi整備を はじ め、RPA、勤怠・

給 与 計 算 シ ス テ ム 、生 産 管 理 シ ス テ ム な ど 、

思 い 付く 限 り の ツ ー ル を 導 入 し て き た が 、

期 待し たよ う な 効 果 は 得ら れて い な かっ た 。

効 果 の 出 る 正 し い D X の 方 法 が 分 か ら ず、

自社なり に試行錯誤を 続ける 中、県主催の D X

セ ミ ナ ー を 受 講し 、そ の 際 に 案 内 が あ っ た

本研修に 申し 込んだ 。

人手不足の課題を D X による 生産性向上で 補うDX推進に取り 組む

背 景・ 課 題

　 まず、設計 営業部、製造部、管理 部の各部長から 現 場で の気付き や情報を 集め、各 部署が抱える

課題を 挙げて 優先順位を 付けるこ と に取り 組んだ 。生産性向上による 納期の短縮や売上向上・ 利益

確 保、付加価値向上のた めの技術向上、毎月の設備点 検記録の共有・ 活 用、人材定着など 、様々な

課 題 が 出てき た 。そ の中で も 特 に 優 先すべき 課 題で あ る と 判 断し た のは 、情 報 資 産 の有 効 活 用 。

長 年蓄積し てき た 図 面の3 Dデータ や、見積情 報な ど を う まく 活用で き て い な い 現状があり 、同じ よ

う な 図面や見積書を 毎回新た に 作成し 、時間を 浪

費し 機会損失が生じ て い た 。情報資産を 有効活用

するこ と を 業務改善の第一歩と 位置付け、ツールの

導入を 検討するこ と にし た 。

　 従 来は 、フ ァ イ ル サー バー 内で 階 層 式 にフォ ル

ダ を 設 け 保 存する こ と で 図 面 な ど の 情 報 を 管 理

し て い た が、1つ の 製 品 を 構 成する 部 品 数 は 多く

1万を 超 える フ ァ イ ル が あ る た め 、必 要 な 情 報 に

ファ イ ルサーバー内検索で 情報資産有効活用DX推進の

取り 組みと 成果

効率良く アク セスするこ と ができ ず、ゼロ から 図面を 作成すると いう 流れが多かっ た 。今回、ファ イ ル

サーバー 内の検 索・ 共 有・ 編 集・ 管 理 がで き る ソ フ ト を 試 験 導 入 。PD F内に ある テ キスト 情報から 、

製品名で 検索で きるよう に なり 、導入効果を 感じ るこ と がで き 、本格導入を 検討する 。

　 さ ら に 、製 造 現 場で の 実 際の 稼 働 時 間を 把 握する こ と がで き て い な い と い う 課 題 の 解 決 に も

着手し た 。加工 機械に セン サーを テスト 設 置。CN C旋盤 1台を 対象に 取り 付け、実 際の稼働 時間を

ク ラ ウド 上の 表計 算ソ フ ト に 自 動 蓄 積する 流 れを 構 築し た 。機 械の未 稼 働 時 間を 把 握し た こ と で、

データ に 基づく 生産計画を 立てら れると 考えて いる 。稼働率10 ％ 向上を 目標に 現場担当者と デー

タ を 活 用し た 生 産 計 画 の立 案に つ いて 意 見交 換し て いく 。今 後 、他の機 械に も 設 置し て いく ほか、

段取り 替え にど れく ら い の時間がかかって いるかも セン サーで 把握するこ と を 目指す。

　 専 門 家 の小 林 真 也 氏から の 助 言で 印 象 に 残っ た の は「 手 段 が 目 的 化し な いよう に 注 意する 」

と いう こ と 。セ ン サー の 場 合 、目 的 は 設 置する こ と

で はなく 、あく ま で 稼 働 率 を 可 視 化する こ と 。導 入

する だ けで、な んでも で き て、課 題も 解決する ので は、

と 錯 覚する よう な 高 額で 高 機 能 な も のに 目 が 向 き

がち だ が、自社の現状に 合っ た 最適な 機能を 有し た

シ ス テ ムを 選 択 する こ と が 重 要 だ と 学 ん だ 。ま た 、

セン サーで 稼働時間を 把握でき たこ と で 改善率な ど 、

人事評価に 活用できる 客観的な 情報を 得ら れるよう

に なっ た 。た だ 、製 造部員の人事評 価に 結び 付ける

こ と を 最終目標と してはいるも のの、き ち んと 現場に

意図を 説明し 納得しても ら わなければ、不満が溜まる

原因にも な り かねな い 。従業員のモ チベ ーショ ン が

低 下し てし まう と 、D X が前 に 進ま なく な る リ スク が

あ る た め 、会 社 全 体 で D X へ の 理 解 を 深 め な がら

取り 組みを 進める 大切さ も 学んだ 。

　 手 間や時 間がかかる 作 業はデジタ ル化し 、人が 行う 仕事に 集 中で き る 体制を 整える こ と で 労 働

時 間 を 短 縮し な がら 生 産 性を 上 げて いく 。セ ン サー な ど で デ ータ を 収 集する こ と によ り 、現 場を

監視する ので はなく 、社員の目標を 明確にし 、頑張り た いと 思える 風土を 目指す。DXで 業 績が向 上

すれば 経 営状 況も 良く な り 、待遇 面や設 備に も 資 金を 投資で き るよう に な る 。従業員 、取引先と も

に 満足度の高い 、より 良い 会社を 目指す。

DXで 社員が目標を 明確に 持ち 、頑張り た いと 思える 風土に今後の

課題・ 展望

　 モノ づく り の現場を 知り 尽く す向井専務だからこそ、既存のITソリ ューショ ンを 単に導入するのではなく 、「 ある

べき 姿」を 見据え、最適な手段を 考えながら 試行錯誤を 重ねる。その結果、手応えを 感じ たも のを 本格的に実行

する。こ の姿勢こそ、DX推進における「 自走力」の好例と いえる。約半年間にわたるDX推進の取り 組みを 通じ て、

その本質を 的確に捉え、実際に手を 動かし な がら 挑戦し 続けた姿勢は、貴重な 財産になったと 確信している 。

当社のさ らなる発展に向け、こ れからも 取り 組んでいただき たい。（ 小林真也）

支援担当者

コ メ ント

専務取締役　 向 井 　 賢



岡山県中小企業支援センタ ーによる

専門家派遣制度のご 案内

派遣専門家

専門家派遣の流れ

　 中小企業支援センタ ーでは、 事業者が直面する 様々な 経営課題に対して、 ワンス

ト ッ プ で 相談対応を 行って いる ほか、 豊富な 経験・ 知識を 有する 専門家を 派遣し 、

課題解決を 支援しています。

　 デジタ ル化に関する課題に対しても 活用でき、 課題の内容に応じ て最適な専門家を

選定し ます。

　 まずはお気軽にご 相談く ださ い。

■  ITコ ーディ ネータ 、中小企業診断士、税理士、社会保険労務士、企業OBなど審査を ■  

経て登録さ れた専門家

派遣回数・ 費用

■  原則無料でご利用いただけます。

■  利用条件、派遣回数は経営課題の内容に

■  より 異なり ます。

デジタル化に関する課題の例

まずはお 気軽にご 相談く ださ い！

■  生産ライン自動化（ ロ ボット 、IoT、AI）

■  業務効率化（ RPA、クラ ウド サービス活用）

■  販売促進（ SN S活用、ECサイト 、SEO対策）

■  データ 活用

■  社内ネット ワーク 構築

■  情報セキュリ ティ 対策

岡山県中小企業支援セン タ ー
（ 公 益 財 団法 人岡 山 県 産 業 振 興 財 団　 経営支 援 部内）

〒7 0 1 -1 2 2 1 　 岡 山 県岡 山 市 北区 芳 賀5 3 0 1（ テ クノ サポート 岡 山） 　

TE L： 0 8 6 -2 8 6 -9 6 2 6 　 E m a i l： s i n f o @ o p t i c . o r. j p

お問合せ先

相談

無 料

秘密

厳守

事前相談・

支援申し 込み

中 小 企 業 支 援 セ ン

タ ーま で ご 相 談く だ

さ い 。中 小企 業の 課

題に 応じ て 適切な 制

度と 申し 込みに 必要

な 手続き を ご 案内し

ます。

01

専門家の選定

中 小 企 業 支 援 セ ン

タ ー 職 員 が 課 題 解

決 に 最 適 と 判 断 さ

れ る 専 門 家 を 選 定

し ま す。

02

課題整理と

支援計画の策定

中小企業、専門家、中

小企業支援センタ ー

と の協議により 、支援

が必要な 課題を 整理

し 、支 援 計 画 を 策 定

し ます。

03

支援の実施

支 援 計 画 に 沿っ て 、

専 門 家 が 現 地 を 訪

問 し 支 援 を 実 施 し

ま す。

04

支援の終了・

報告書の提出

支 援 終 了 後 、 支 援

内 容・ 成 果等の報 告

書を ご 提出いた だき

ます。

05
課題の解決、

継続し た取り

組みの実施

専門家の支援内容を

社内に 定着化さ せる

た め 、継 続 的な 改 善

活 動を 実 施し 、経 営

力の向上に 繋げてい

ただきます。

06
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